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　真夏の暑い時は涼しさを求め早く秋が来ないかと思う
が，夏が終わる頃には去り行く夏に対して惜しむ気持ち
が出てくるのは不思議なものです．新学期を迎えようと
している今，ふと感じますのは，世の中の動きが慌ただ
しいことです．
　金融界のビッグバン，建設業界の相次ぐ倒産劇など，
世の中はすさまじいうねりに巻き込まれておりますし，
各省庁も再編成の真っ只中です．また，国立の各大学は
大学院大学へ向けて着々と準備がなされておりますもの
の，現場には大きな戸惑いと不安があるようです．また，
地球の環境問題は今後ますます深刻なものとなってきま
す．
　伊東洋副学長の示唆溢れる巻頭言を読みながら，21世
紀にいかに生き残っていくかが大学，国家を含めて大き
な問題となってくると思いました．本学にいて感じます
のは，私学としての高い自由度をもっていることです．
また，世界の経済センターである東京のど真ん中にいる
という利点を生かしながら，独自の生き方への模索を継
続する必要性を感じた次第です．
　　　　　　　　　　　　　　　　（友田樺夫　記）
幹事会（要旨）（平成9年3月置
1．第139回医学会総会について報告があった．
　　特別講演＝石丸　新主任教授，松宮輝彦主任教授
　　演題件数：79件（口演＝34件，展示＝45件）
　　ランチョンミーティング形式にする。
2．臨床懇話会の開催報告および予定の報告があった．
3．編集状況ならびに予定について討議した．
4．次の会員を名誉会員として推薦することが承認され
　た．
　内野滋雄，藤波二二，小崎正巳，有瀧世界爺，小林春
　雄，野呂忠夫
5．平成8年度収支決算，平成9年度収支予算について説
　明があり原案通り承認された．
6．評議員会事項が原案通り承認された．
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